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【００３７】
　このように、光電子デバイス用インターコネクトについて開示した。本発明の実施形態
によると、光電子デバイス用インターコネクトは応力緩和構造を含む。一実施形態では、
インターコネクトは内面、外面、第１端及び第２端を有するインターコネクト本体を含む
。複数のボンドパッドは、第１端と第２端との間でインターコネクト本体の内面と結合さ
れる。応力緩和構造はインターコネクト本体に形成される。応力緩和構造は複数のＴ形ス
ロットを含み、複数のＴ形スロットのそれぞれは複数のボンドパッドの対応する１つとほ
ぼ並ぶように配置され、複数のＴ形スロットのそれぞれの垂直部分は複数のボンドパッド
の対応する１つに対して近位であり、複数のＴ形スロットのそれぞれの水平部分は複数の
ボンドパッドの対応する１つに対して遠位である。本発明の別の実施形態によると、光電
子デバイス用インターコネクトはＬ形構造を含む。一実施形態では、インターコネクトは
、内面、外面、第１端及び第２端を有するインターコネクト本体を含む。複数のボンドパ
ッドは、第１端と第２端との間でインターコネクト本体の内面と結合される。構造はイン
ターコネクト本体に形成され、この構造は、インターコネクト本体の第１端にある第１の
Ｌ形延長部と、インターコネクト本体の第２端にある第２のＬ形延長部とを有する。第１
及び第２のＬ形延長部のそれぞれの水平基部は、インターコネクト本体の内面に対して近
位であり、かつ外面に対して遠位にある。
［項目１］
　光電子デバイス用のインターコネクトであって、
　内面、外面、第１端及び第２端を備えるインターコネクト本体と、
　上記第１端と第２端との間で、上記インターコネクト本体の上記内面と結合された複数
のボンドパッドと、
　上記インターコネクト本体に形成された応力緩和構造と、を備え、
　上記応力緩和構造は複数のＴ形スロットを有し、上記複数のＴ形スロットのそれぞれは
上記複数のボンドパッドの対応する１つと並ぶように配置され、上記複数のＴ形スロット
のそれぞれの垂直部分は上記複数のボンドパッドの上記対応する１つに対して近位であり
、上記複数のＴ形スロットのそれぞれの水平部分は上記複数のボンドパッドの上記対応す
る１つに対して遠位である、インターコネクト。
［項目２］
　上記応力緩和構造が、上記第１端と上記第２端とのほぼ中間の位置に細いスロットを更
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に備え、上記細いスロットは上記インターコネクト本体の上記内面に開口部を備え、上記
細いスロットは上記インターコネクト本体内に延在するが、上記外面を貫通していない、
項目１に記載のインターコネクト。
［項目３］
　上記応力緩和構造が、上記第１端に対して近位であり上記第２端に対して遠位である場
所に配置された第１の細いスロットと、上記第１の細いスロットと上記第１端との間に配
置された第２の細いスロットとを有し、
　上記第１の細いスロットは上記インターコネクト本体の上記外面に開口部を備え、上記
インターコネクト本体内に延在するが、上記内面を貫通せず、
　上記第２の細いスロットは、上記内面と外面との間であって上記内面及び外面に対して
直交するように配置され、上記内面及び外面のいずれに対しても開口しておらず、かつ、
上記第２の細いスロットは上記複数のＴ形スロットのうち最も外側に位置するＴ形スロッ
トの水平部分と結合されている、項目１に記載のインターコネクト。
［項目４］
　上記応力緩和構造は、上記複数のボンドパッドのうちの１つが上記インターコネクト本
体の上記内面と結合されている場所又はその近くに垂直ジョグを更に備える、項目１に記
載のインターコネクト。
［項目５］
　上記応力緩和構造が、上記第１端と第２端との間のほぼ中間の位置に配置された第１の
細いスロットと、上記第１端に対して近位であり上記第２端から遠位の位置に配置された
第２の細いスロットと、上記第２の細いスロットと上記第１端との間に配置された第３の
細いスロットと、上記複数のボンドパッドの１つが上記インターコネクト本体の上記内面
と結合されている場所又はその近くの垂直ジョグとを更に有し、
　上記第１の細いスロットは、上記インターコネクト本体の上記内面に開口部を備え、上
記インターコネクト本体内に延在するが、上記外面を貫通せず、
　上記第２の細いスロットは、上記インターコネクト本体の上記外面に開口部を備え、上
記インターコネクト本体内に延在するが、上記内面を貫通しせず、
　上記第３の細いスロットは、上記内面と外面との間にあり上記内面及び外面に対して直
交であるが上記内面及び外面のいずれに対しても開口しておらず、かつ上記複数のＴ形ス
ロットの最も外側のＴ形スロットの水平部分と結合されており、項目１に記載のインター
コネクト。
［項目６］
　上記インターコネクトがカップリングインターコネクトである、項目１に記載のインタ
ーコネクト。
［項目７］
　上記インターコネクトが端子インターコネクトである、項目１に記載のインターコネク
ト。
［項目８］
　光電子デバイス用のインターコネクトであって、
　内面、外面、第１端、及び第２端を備えるインターコネクト本体と、
　上記第１端と第２端との間で、上記インターコネクト本体の上記内面と結合された複数
のボンドパッドと、
　上記インターコネクト本体に形成された構造とを備え、
　上記構造は、上記インターコネクト本体の上記第１端にある第１のＬ形延長部と、上記
インターコネクト本体の上記第２端にある第２のＬ形延長部と、を備え、
　上記第１及び第２のＬ形延長部のそれぞれの水平基部は、上記インターコネクト本体の
上記内面に対して近位であり、上記インターコネクト本体の上記外面に対して遠位にある
、インターコネクト。
［項目９］
　上記第１端と第２端との間のほぼ中間の位置に細いスロットを備える応力緩和構造を更
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に備え、
　上記細いスロットは上記インターコネクト本体の上記内面に開口部を備え、上記インタ
ーコネクト本体内に延在するが、上記外面を貫通しない、項目８に記載のインターコネク
ト。
［項目１０］
　上記複数のボンドパッドのうちの１つが上記インターコネクト本体の上記内面と結合さ
れている場所又はその近くに垂直ジョグを更に備える応力緩和構造を更に備える、項目８
に記載のインターコネクト。
［項目１１］
　応力緩和構造を更に備え、上記応力緩和構造が、
　上記第１端と第２端との間のほぼ均等の場所にある細いスロットであって、上記インタ
ーコネクト本体の上記内面に開口部を備え、上記インターコネクト本体内に延在するが、
上記外面を貫通していない、細いスロットと、
　上記インターコネクト本体の上記内面に上記複数のボンドパッドの１つが結合されてい
る場所又はその近くの垂直ジョグと、を更に備える、項目８に記載のインターコネクト。
［項目１２］
　上記インターコネクトがカップリングインターコネクトである、項目８に記載のインタ
ーコネクト。
［項目１３］
　上記インターコネクトが端子インターコネクトである、項目８に記載のインターコネク
ト。
［項目１４］
　光電子デバイス用のインターコネクトであって、
　内面、外面、第１端、及び第２端を備えるインターコネクト本体と、
　上記第１端と第２端との間で上記インターコネクト本体の上記内面と結合された複数の
ボンドパッドと、
　上記インターコネクト本体に形成された応力緩和構造と、
　上記インターコネクト本体の上記第１端にある第１のＬ形延長部と、
　上記インターコネクト本体の上記第２端にある第２のＬ形延長部とを備え、
　上記応力緩和構造は、複数のＴ形スロットを有し、上記Ｔ形スロットのそれぞれは上記
複数のボンドパッドの対応する１つとほぼ並ぶように配置され、上記複数のＴ形スロット
のそれぞれの垂直部分は上記複数のボンドパッドの上記対応する１つに対して近位であり
、上記複数のＴ形スロットのそれぞれの水平部分は上記複数のボンドパッドの上記対応す
る１つに対して遠位である、
上記第１及び第２のＬ形延長部のそれぞれの水平基部は上記インターコネクト本体の上記
内面に対して近位であり、かつ上記インターコネクト本体の上記外面に対して遠位にある
、インターコネクト。
［項目１５］
　上記応力緩和構造が、上記第１端と上記第２端との間のほぼ均等の場所に細いスロット
を更に備え、上記細いスロットは上記インターコネクト本体の上記内面に開口部を備え、
上記インターコネクト本体内に延在するが、上記外面を貫通していない、項目１４に記載
のインターコネクト。
［項目１６］
　上記応力緩和構造が、上記第１端に対して近位かつ上記第２端から遠位である場所の第
１の細いスロットであって、上記インターコネクト本体の上記外面に開口部を備え、上記
インターコネクト本体内に延在するが、上記内面を貫通していない、第１の細いスロット
と、上記第１の細いスロットと上記第１端との間の第２の細いスロットであって、上記内
面と外面との間にあり、上記内面及び外面に対して直交であるが、上記内面及び外面のい
ずれに対しても開口しておらず、上記複数のＴ形スロットの最も外側のＴ形スロットの水
平部分と結合されている、第２の細いスロットと、を更に備える、項目１４に記載のイン
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ターコネクト。
［項目１７］
　上記応力緩和構造が、上記インターコネクト本体の上記内面に上記複数のボンドパッド
の１つが結合されている場所又はその近くに垂直ジョグを更に備える、項目１４に記載の
インターコネクト。
［項目１８］
　上記応力緩和構造が、
　上記第１端と第２端との間のほぼ中間に配置された第１の細いスロットと、
　上記第１端に対して近位であり上記第２端から遠位である場所に配置された第２の細い
スロットと、
　上記第２の細いスロットと上記第１端との間に配置された第３の細いスロットと、
　上記インターコネクト本体の上記内面に上記複数のボンドパッドの１つが結合されてい
る場所又はその近くの垂直ジョグとを更に有し、
　上記第１の細いスロットは、上記インターコネクト本体の上記内面に開口部を備え、上
記インターコネクト本体内に延在するが、上記外面を貫通せず、
　上記第２の細いスロットは、上記インターコネクト本体の上記外面に開口部を備え、上
記インターコネクト本体内に延在するが、上記内面を貫通せず、
　上記第３の細いスロットは、上記内面と外面との間であって上記内面及び外面に対して
直交するように配置され、上記内面及び外面のいずれに対しても開口しておらず、かつ上
記複数のＴ形スロットの最も外側のＴ形スロットの水平部分に結合されている、項目１４
に記載のインターコネクト。
［項目１９］
　上記インターコネクトがカップリングインターコネクトである、項目１４に記載のイン
ターコネクト。
［項目２０］
　上記インターコネクトが端子インターコネクトである、項目１４に記載のインターコネ
クト。
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